
イザヤ３６章（７０人訳） 

 

１ ヒゼキヤの治世の１４年目にアッシリヤの王であるセナケリブがユダの強い町々を襲

いそれを得た。 

 

２ そしてアッシリヤの王はラチェスからエルサレムのヒゼキヤ王のもとへと大軍ととも

にラブシャケを送り、彼は布さらしの野への上の池の水道のそばに立った。 

 

３ そして彼のもとへ仕えるものケルシアスの子ヘリアキム、書記ソムナス、記録係アサ

フの子ヨアフが送られた。 

 

４ そしてラブシャケは彼らに語った。ヒゼキヤに言え、大王であるアッシリヤの王はこ

のように言われる、何故お前たちは安全だというのか？ 

 

５ 戦いは顧問や単なる唇のことばにより行われるものなのか？今おまえは何に頼ってい

るのか？このように私に逆らうとは？ 

 

６ 見よ、お前は傷ついた葦であるエジプトに頼っているが： 人がそれによりかかるな

ら、それは彼の手に向かい、それを突き刺す：このようにエジプトの王パロは全て彼

により頼むものに行うのだ。 

 

７ しかしお前が、我々は我々の神である主に頼るというなら、 

 

８ 今お前は私の主であるアッシリアの王と合意を結べ、そうすれば私はお前がそれに乗

り手を備えられるなら２０００頭の馬を与える。 

 

９ 何故お前は保護者へ顔を向けるのか？エジプトの馬や乗り手に頼るものは我々のしも

べである。 

 

１０ そしていま、この地へ戦いを挑むために我々が来たのは主なしでなされたことか？ 

主は私に言われた、この地へ上れ、それを滅ぼせと。 

 

１１ それでエリアキムとソムナスとヨアフは彼に言った、あなたのしもべにはシリアの

ことばで話してください、我々はそれを理解します：そして我々にはユダヤのこと

ばで話さないで下さい：城壁の上にいる者たちの耳に入るからです。 

 



１２ するとラブシャケは彼らに言った、私の主君が私を遣わされたのはお前の主やお前

に、これらのことばを話すためにか？ 

彼は城壁の上に座るものたちに私を遣わされたのではないのか？ 

彼らはお前とともに自分の糞を食らい、尿を飲むようになるのだ。 

 

１３ そしてラブシャケは立ち、ユダヤのことばで大きな声で叫んで言った、お前たちは 

偉大な王、アッシリヤ王のことばを聞け： 

 

１４ このように王は言われる、ヒゼキヤのことばにだまされるな： 彼はお前たちを救

いだすことはできない。 

 

１５ ヒゼキヤにお前たちに言わせるな、神はお前たちを救い出せる、この町がアッシリ

ヤ王の手に渡されることはないと。 

 

１６ ヒゼキヤに聞くな： このようにアッシリヤの王は言われる、もしお前たちが祝福

されたいなら、ここを出て私のもとへ来い、そうすればお前たちみな自分のぶどう

やいちじくの木から食べられる、そして自分の泉から水を飲むことができる： 

 

１７ 私がこの地に来てお前たちを、自分の地に似た場所、麦とぶどう酒、そしてパンと

ぶどう畑の地へ連れて行くことにより。 

 

１８ ヒゼキヤにだまされるな、彼は神がお前たちを救い出すというが、国々の神のうち 

アッシリヤ王の手からその地を救い出せたものがいるのか？ 

 

１９ エマスやアルパスの神はどこにいるのか？エフハルアイムの神はどこか？ 

これらの神が私の手からサマリヤを救い出すことができたのか？ 

 

２０ 神がエルサレムを私の手から救い出すというが、これらの国々の神々のうち私から

その地を救い出すことができたものがいるのか？ 

 

２１ 彼らは沈黙をし、彼に対して一言も発しなかった；王が誰も答えないように命じて

いたからである。 

 

２２ そしてしもべであるチエルシアの子ヘリアキム、軍の書記ソムナスと記録係である

アサフの子ヨアフはヒゼキヤのもとへ帰り、彼らの衣を裂き、彼にラブシャケのこ

とばを伝えた。 




